
第8章

水稲・ 大麦・かんしょ
茨城県ひたちなか市における加工用かんしょ

8.1 はじめに

8. 1. 1 目的

食料エネルギ ー を多産するかんしょは， 救荒作物として江戸期に栽培が始ま

り， 第二次世界大戦後には工業原料として広い面積で栽培されるようになっ

た（小林，1984;宮本，196 2 )． しかし経済の高度成長期以降， 野菜や果樹など

の園芸農業の台頭に伴って， 各地に見られた米・麦 類·かんしょという組み合

わせは急速に減少したいかんしょは食料生産という観点において重要な作物

であるが， かんしょの産地を対象とした地理学の研究は少ない． わずかに山上

(1992 ) が， 地域ブランドとしての 「川越いも」 の生産動向を報告しているに

すぎない 現在でもかんしょの生産が維持されている大規模な産地を対象とし

て， その維持要因を考察することは， 農業地理学の重要な課題である．

本章で対象とするひたちなか市は， 現在でも米・麦 類·かんしょが広い面積
で栽培されている． これらの作物のなかでもかんしょが， 主要な商品作物と

なっており， そのほとんどが， 干しいもに加工されることに特色がある2) . ひ

たちなか市は大規模な干しいもの産地であり， 全国の約70％の生産量を占め

る（財団法人茨城県農林振興公社，1997)． 本章では， 茨城県ひたちなか市を

事例として， かんしょを中心とする作物生産が維持されている要因を， 農業の

発展過程， 土地利用などの農業を支える基盤， および個々の農業経営に注目し

て解明することを目的とする］
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8. 1. 2 研究対象地域とエネルギー効率

勝田市と那珂湊市の合併によって1994年に誕生したひたちなか市は， 東京

から北東に約］10km, 茨城県のほぼ中央に位置する（第36 図a) ． 市域の大部

分が， 海抜30m程度の平坦な那呵台地に属する． 南部には， 那珂川低地の水

田地帯があり， 東部は太平洋に面する． 台地上ではJR常磐線の勝田駅を中心

に市街地化が進行し， その外緑に畑や平地林などの農村的な土地和」用が残存し

ている．

「茨城農林水産統計」 によると， 1997年のひたちなか市におけるかんしょの

栽培面積（作付面積）はl,l80haであり， 鉾田町に次いで県内で2 位であった．

ま た， かんしょの生産量は，34,900トンであり， 県内で1位であった． このよ

うに， かんしょの生産量が多いのは， ひたちなか市で主に栽培される加工用品

種の収量が， 生食用品種よりも多いためである． ひたちなか市の農業のなかで

も， 加工用かんしょは最も重要な農産物に位置づけられる． 茨城県農業基本闊
査によると， 1998年のひたちなか市におけるかんしょの栽培面積は， 加工用

品種が6 44haであり， 生食用品種が189haであった． ま た， ひたちなか市企
画部の「統計ひたちなか」によると，1996年度の農業粗生産額は106億円であり，

そのうち47億円を加工用かんしょが占め た．

第36図bには，ひたちなか市におけるかんしょの栽培面積を地区別に示した．

栽培面積が広い地区は， 東部の旧那珂湊古域に集中する ． なかでも栽培面積が

!OOhaを超えるのは， 部田野・十三奉行， 阿字ヶ浦町・磯崎町， 馬渡， 中根の

各地区である ま た， 、海岸部に近い地区ほど， 加工用品種が栽培される割合が

高くなる傾向がある． 加工用品種の割合が90%を超えるのは， 部田野・十三
奉行， 阿字ヶ浦町・磯崎町， 馬渡である． このように， ひたちなか市の海岸部

は， 同市における干しいも栽培の発祥地であり， 現在でも加工用かんしょ栽培

の核心となっている．

ま た， 第37図は， ひたちなか市における作物の栽培面積と作物生産のエネ

Jレギ ー 効率の変化を示したものであるり］960年の投入・産出エネルギー 比は

3.3 であり， そのエネルギ ー 効率は高位効率に区分された． すべての作物の栽

培面積は6,790haに達しており，主な作物は，かんしょ(l,935 ha)，小麦(1,267ha), 
大衷とビ ール麦 (1,262ha) であった ．
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a．ひたちなか市の位瞳
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第36図 ひたちなか市の位懺とかんしょの地区別栽培面積(1998年）
姿料：ひたちなか市役所．
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第37図

※作物の結合タイプは土井の修正ウィ ー バ ー 法で算定した
作物結合タイプを示す略字は次のとおり R水稲，W麦類，Pいも類（主にかんしょ）

ひたちなか市における作物生産のエネルギー効率と作物の栽培面積の変化

資料 第8表， 第9表， 農林業センサス．
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1970年になると， 地域的な什物生郎の投入．j)_[出 エネルギ ー 比は2.5 に滅少

し， エ ネルギ ー 効率は中位効率に低ドしたすべての竹物の栽培面柏は4,7l7ha 

に絨少したが， なかでも中位効率作物である麦類が2,011ha, 高位効率作物で

あるかんしょか769haまで減少しに 麦類のなかでは小麦の減少が著しく，

1970イトには356 haとなった， そのー カで， 裳地野菜と水稲の面積 は培）JI］して

いる， これは， ）、•ll1でのこぼうオk)音と峠田での水栢作が増加したためである ，

1975年の1『物生在の投人・忙出 エ ネルキ ー 比は3.4まで上昇し， エ ネルギ ー

効率も仇位効半に戻った， これは， 麦類の伽積が大幅に減少した結果， いも

伯0)牧陪比率か高まったためてある， すべての作物の枚培面積は 1970年の

4 ,7 I 7 haから 1975年の3 ,5l9ha へ 減少したが， そのうち933 haが麦頻の減少

であった ． 特にビ ー ル麦の減少が著しく， 1970年には971haであったのが，

1975 {ドには464haとなった ，

1980年伏以降， 地域1'1りな作物生忙の投人・産出 エ ネルギ ー 比は2.4 - 3.4で

柑移し， エ ネルギ ー効率は高位効率のままで批移する， 1980年には， かんしょ

の面積は955haまで回復し， それ以降は900 - 800haで紺持されるようになっ

た ． このll-『期は， 震地野菜の栽培面積も賊少をはじめ，特に大麦とヒー ）レ麦は，

2000年にはわずか93 ha (1960年の糸勺14分のl) に減少した ． 修正ウィ ー バー
法による作物結含タイプも， 1960年から 1990年にかけては水稲・麦類・いも

類の糾み介わせてあったのが， 1995年からは水稲といも類に変化した ，

8.2 かんしょと干しいも生産の展開

ひたちなか市における干しいも生産は， 1908（明／合41)年に湊地区の水産

加工業者と前浜（現阿字ヶ浦町
― )の農家によってはじめら れた． 彼らは， 静岡

県磐田郡の生産者から 技術を習得し， 水産業と農業における冬季の副業として

二r-•しいもの生産をはじめた ． 大正期から昭和初期にかけて， 干しいも生産は，
農家の副業として前渡村とその周辺地域に拡大した． 当時の典型的な農家の農

業経営は， 稲（水稲・陸柏）， 麦類（小麦・大麦）， かんしょの栽培と干しいも
のI--［産であった ．

茨城県農業史研究会(1985) によると， この地域で干しいもの生産が発展し
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た要因は， かんしょ栽培が台地の砂壌土に適していたこと， 冬季のIl青天日の多

さと潮風が干しいもの乾燥に適していたこと， 燃料が麦わらや平地林で得られ

る薪など豊富であったこと， 農閑期の家族労働力を活用できたことにある ま
た， 勝田市史編さん委員会(1978)は， この地域が日本のかんしょ栽培の北限

に近いため ， 糖度の高いかんしょが育つこと， および北海道・ 東北地方への物

資流通機能が湊地区に立地しており， 干しいもの販路確保に有利であったこと

を挙げている．

かんしょは，1936（昭和1 1 )年頃からは軍隊の燃料用アルコ ー ルの原料として，

1939（昭和l4）年頃からは主食に準じた食料として増産されたため， 干しい

もへの加工は制約を受けた（茨城県農業史研究会， 1971)． 第二次世界大戦後

の1950年代に入ると食料事情が好転し， 澱粉糖製品の原料としての出荷や，
干しいもの生産が再興した． 1960年代に入ると ， 経済が成長するにつれて澱

粉糖製品や嗜好品が多様化し，加工用かんしょと干しいもの需要は縮小した（那
珂湊市史編さん委員会， 198 1 ).

かんしょの栽培面積と干しいもの生産量は， 1980年代から再び増加した
これは， 自然食品や健康食品の人気の高ま りを背景に， 典型的な自然食品と

して販売された干しいもの裾要が増加したため である（茨城県蔑業史研究会，

1985)． 干しいもの従来の出荷先は， 茨城県内，北関東，東北， 北海道が主であっ
たが， 京阪神地方へも販売されるようになった ま た， 干しいもの生産量が不
足するようになり， 中国から干しいもが輸入されるようになった

8.3 今日のかんしょ栽培を支える基盤

8. 3. 1 作物と土地利用

(1)かんしょの品種特性

ひたちなか市で栽培されているかんしょの主な品種は， 加工用がタマュタカ

であり， 生食用がベニアズマである 前者は， 蔓が緑色であり， 後者は蔓が赤
褐色であることからも区別できる． タマュタカは関東33号とクロシラズから

育成され， 1961年から茨城県の奨励品種に指定された（小野田， 1965)． 当初，

タ、マュタカは澱粉加工用として県内で広く栽培されたが， 現在では干しいも専
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川として， ひたちなか市とその周辺巾町村で限定化］に栽培されている．

タマュタカは晩期肥大1化の礼む柿であるため， l0月＿1-＿旬から卜旬にかけて収

穫される 澱粉の糖化が進行してからタマュタカを収穫すれば， 品領の高い十

しいもを仕産できることを地元の殷家が発見した ことにより， 今日までタマ

ニタカだけが 一1二 しいもの原料となっている(|関東農政局茨城統計惜報事務所，

1984) 一方， ベニアズマは早期肥大↑生の晶稲であり， 早堀しても収鼠が多く

なるため， 8月下句～ 9月中句に収穫される ．

かんしょは， i尾 分の吸収力が強い恨が：I•ー：中深く人り込匹ため， 面岸に近い砂

地の圃以でも， 塩舌や1••害などの被吉をさほと受けずに生長する（写真l8)

かんしょ栽培農家によると， 1••しいもに加工する段附で， 泊J:J悼に近い場所で而

風にさらしなから位燥すると， 塩分が付猜して甘味のある美味な「しいもをII·

此できるとしヽう． このようなかんしょの生態学的特I•生と地騨的条件が ， ひたち

写真18 加工用かんしょの圃場とパイプハウス
(1998年10月8日筆者撮影 ， ひたちなか市阿字ヶ浦町地区）

ひたちなか市における）JILlこ）廿かんしょの栽培面積は廂岸部に近くなるほと広くな
るかんしょはIW勢が強く ， 菓とつるか農道へはみ出すまでに生長する 悔岸に
近い）、1IIても塩害なとの被害をさほど被らない 納屋の横に見えるパイプハウスは
かんしょの出床として使用される．
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な か市 の海岸部 に お け る 加 工用 か ん し ょ の 栽培 と l： し い も の 生 産 を優位 に し て

し， ヽ る e

( 2 ) 部 田 野地 区 の 土 地 利 用

第 38 図 は ， 集 落 閻 査 を 実施 し た 部 田 野地 区 の 土 地和用 で あ る 同 地 区 の 地

形 は 第 四 紀 の 洪積 台 地 と 沖 槙 低 地 か ら な る 。 沖 積 低 地 と 洪積 台 地 の 比 高 は

2 3  ~ 28 m で あ る ． 洪積 台 地 の ほ ぼ 中 央部 に は ， 北東 か ら 南 西 方 向 に 谷 津 田 が

入 り 台 地 を 二 分 し て い る 立 洪積 台 地 上 は 平 坦 で あ り ， そ の 標 高 は 25 - 30 m  

で あ る 洪積台 地 の 表 士 の 0 .5 - l 111 は ク ロ ボ ク （ 黒 士） と い わ れ る 黒 色 の 湿

性火 山 仄 土 で あ る ． ひ た ち な か市 の 農 家 は ， 黒 色 の ク ロ ホ ク を ノ ガ タ と 呼び ，

赤茶 色 の 関 東 ロ ー ム を ア ク ツ と 呼ぶ が ， か ん し ょ 栽培 に は 前者 が 適 し て い る ，

阿字 ヶ 浦町や磯li奇町な ど の而岸部 と 比較 し て ， 部 田 野地 区 の ク ロ ホ ク は 窒 素成

分 が 少 な い た め ， 良 質 の かん し ょ を 栽培す る こ と が 可能 で あ る と い われ る 立

洪積 台地上で最 も 広 い 面積 を 占 め る の が かん し ょ で あ り ， そ の ほ と ん ど が 加

工用 の タ マ ユ タ カ で あ る 土 地利 用 調 査 を 実施 し た の （ま ， かん し ょ が収穫期 に

入 っ た 直 後 の ］ 0 月 上旬 で あ っ た た め ， す で に 蔓 が 切 ら れ た り ， 収 穫 途 中 の 圃

場 が 多 く 見 ら れ た ， 翌年 5 月 に 実施 し た調 賓 で は ， かん し ょ が 栽培 さ れて い た

圃 場 の 大部 分 に 大 麦 が 栽培 さ 九 て い る の が確認 さ れ た ．

集 落 の 北部 ， 谷 津 の 東部 に は 睦 田 が 多 く 分布す る ． こ れ ら の 睦 田 は 1 960 年

代後 半 か ら ］ 970 年代初 頭 に か け て 造成 さ れ た も の で あ る ． 陸 田 に あ る ポ ン プ

小屋 に は約 20 m の 深井 戸 が 掘 ら れ， 電気揚水機 で 地 下 水 を 汲み 上 げ る 降 田

の な か に は ， 夏季 に かん し よ ， 冬 季 に 大麦 が植 え ら れ る 圃 場 も あ る こ の よ う

な農地利用 の 場合， か ん し ょ よ り も 水 田転作の助成金 が 高 く な る 大麦 の 圃 場 と

し て 登録 さ れ る ． 水 田 転作 の 大麦 の 圃 場 で は ， l O a あ た り 約 2 万 5 千 円 の 助 成

金 が 支 給 さ れ る し か し 陸 田 の よ う に ， 一度水 で練 っ た 土壊 は 固 ま り やす い た

め ， 畑 に 戻 し て も かん し ょ の 栽培 に は さ ほ ど 向 か な い と い われ る ．

農 家 の 敷 地 内 に 点在す る 小型 の ビニ ールハ ウ ス は ， 下 し い も の 乾燥場， お よ

びかん し ょ の 育苗 ハ ウ ス と し て利 用 さ れ る ． 暖房や散水 な ど の 設備 は な く ， 夏

季 に は ビ ニ ー ）レ の 覆 い が 外 さ れ て ， か ん し ょ が 栽培 さ れ る ． そ の 支柱 の パ イ プ

を 利 用 し て ， 豆 類 が 栽培 さ れ る ． 集 落 内 に 2 か所 見 ら れ る か ん し ょ の 加 工 場
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は， 種芋をキ ュ ア リ ン グ処理（後述 ）す る ため の施設である ．

非 農業的土地利用 を見 る と ， 国 道 245 号線沿いには小売店 ， 飲 食店 ， 工場な

どが分布 し， 地区北西部には大規模な山崎工業団 地が 立地する ． 工業団地に隣

接 し て東水）コ 道路のひた ち な かイ ン タ ー チ ェ ン ジ が 建設 されてお り， 広い 面積

が 改変の途 中 であっ た． 勝田市街や水戸市に近接する 部田野地区で は， 住 民 が

股外就 労に従事する 機会が 多い． 部田 野地区の集落 にも， 納屋などの股業施設
がない 舟般住 宅 が 建 設 されてお り， 市街地化が 進行 している．

8. 3 . 2 加 工 用かん し ょ 栽培の土地生産性
( 1 ) かん し ょ の畝パ タ ー ン と収量

大麦との二 毛作が行われる のは， 加 工 用 のタ マ ュ タ カ で ある ． タ マ ュ タ カは

畝の間 隔を広 く とっ て定植 するため ， 畝 間 の大麦 を コ ンバイ ン で 収穫 しやすく

なる ． この場合， 畝 の間 隔 が 160 - 170 cm , 苗 の間 隔 が 23 � 30 cm で定植す

る のが 基本的 な 畝パタ ー ン で ある（写真 l9 )． 一方， 生食用のベ ニアズマ の場合 ，

畝の間 隔 が120 cm, 苗 の間 隔 が 20 - 25 cm で 定植する（写真 20 )_
畝と苗 の間 闊 を広 く とり， 初冬ま で肥大させるタ マ ュ タカの方が ， 一つのい

もが 大き く なり， 海位面 積あたりの収量 が 増加する タ マ ュ タ カ の収 量 は1 0 a
あたり2,500 - 2,800 kg で あ る か ， これ はベ ニ アズ マ の125 - 150 % で あ る

ま た， 大麦 と の二 毛 作 を行うためには， 大麦の収穫 期にかん しょの草 丈 が 小さ

いこ と も重 要 である ． タ マ ュ タ カ の定植時期は5 月 下 旬 から6 月 上旬 であり，
ベ ニ アズ マ よりも半月 から1 か月 ほど遅いため ， 大麦 と の二毛 作に適 している

加 工用かん しょの畝 間 隔 は生産者 の意 向 を反映する ものであり， 上記の基本

的なもの以外 にもい く つ かの畝パタ ー ン が あ る 例えば， 1 個 のいもを大き く

育 てようとする 場合には， 畝 間 隔 を200 - 210 cm に広げて， その間 に2 列 の

大麦 を定植する このように畝の間 隔 を広げ る 方法は， 土地のや せている 圃 場

で収量 を多 く する 楊合に適するといわれ る

ま た， 収穫 の労働時間 を短縮 し ようとする場合には いもを2 列で定植し ，

次 の畝との間 隔 を350 cm ほど空けて， その間 に大麦 を 6 列 で栽培す る （写真

2 1 ). こ の畝 パ タ ー ン の場合， いもの収量は10 a あたり2,20 0 kg と なり， 基本

的な畝パタ ー ンの収量よりも少な く な る ものの， 収穫時にいも寄 せ作業が 不 要
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写真 19 加 工 用 かん し ょ の畝間定植 （ そ の 1 )
(1 9 9 9 年5 月 7 日筆者撮影 ， ひ たち な か市部 田 野地区 ）

加 」―JI] 品 種の タ マ ュ タ カ は ， 入 麦 と の ＿ 工作 て枚培 される かん し t の出 は 1 60
~ 1 7 0 CIn の間 隔 て ， 人 麦の畝 間 に 定栢 さ 札る 写真のわ側 に 見 えるの は地1、水 を
利 用 し た 陸 田 で あ る

と なる 定植 する苗は 10 aあ たり的 3 ~ 4 千本 と 約 半 分に減 り ， さ らに， 畝

数が少ないために， 大麦 0) 播 種 と 収穫の時 閤も半 分以 下 に短縮 さ れる と いう禾1」

点もあ る なお， いも寄せとは， 袋 詰めを行いや すいように， 3 本の畝 から収

穫 さ れたいもを， 中央の畝 にま と める作業であ る（写真22 )． かんしょは重 い

ため， 凄をかがめて作業するいも寄 せは璽 労働である．

加 工 用か んしょの畝 間 隔を 150 cm 以 上 と るようになったのは， ト ラ ク タ ー

の導 人 以 降である. 1 960 年 化 には， 2.5 尺 （ 約 75 cm) 間 隔 で加工 JI」 か ん し ょ

が定柏 さ れていに 現在， ｝JI」 ]：： l1] かん し ょを栽培 する）農 家 か 所 存 す る ト ラ ク

タ ーは 20 - 30 ,I!り 力の中 型の ものであ り， 篇品 で 150 - 200 万 円の価格てある ．

さ らに， 畝 上 げ機， 農菜 散布機， 掘 り 起 こ し機な ど の付属 機械を購人する と ，

30,0 )J 円 以上の価格 になる．
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写真 20 生 食用かん し ょ の 圃場
( 1 9 9 9 年 5 月27 日 筆者撮影 ， ひたちなか市 中 根地区）

牛食HI 1,1[＇．I 1前のベ ニ ア ズマ は早期）］I'.'大性の品 種 で あ り ， 定植時期 か タ マ ュ タ カ よ り
も い い し た が っ て ヘ ニ ア スマ は ， 畝に黒い ビ ニ ールのマ ル チ を 張 っ て ， 地 温 を
I 昇 さ せ て から叫伯され る 畝 の 間 隔 は約 1 20 cm て あ り ， タ マ ュ タ カ よ り も 密植
さ れ る

(2 ) か ん し ょ と 大 麦 の土地生産性

生 の か ん し ょ 100g に 含 まれ る 熱 量は， 1 23 kcal (515 kJ) である（科 学 技 術

庁 資 加 調 査 会 編 『 四 ，『「 日 本 食 品 椋 準 成分表 』 による） ． 加 工用かんしょの収 畠

は I Oaあたり約2 ,5 00kg であるた め ， lOaあたりの食料エネルギ ー の産 出 量 は

約308 万 kcal となる かんしょは生態学 的 な特性 か ら 見 て 最も士地生産 性の

高い農作物のひとつである （仁平， 1999 )
加 工 J11 かんしょとI司 じ圃 場で栽培され る 大麦の収量は， I Oaあたり約150 kg

である． 大麦は， かんしょの畝 間 に 植 え られるため， 大麦だけの栽培と比較

して約半分の収 量 となる 大麦の熱 量は I OO g あたり339 kcal であるため， I Oa

あた りの食料エ ネルキ ー の 産 出 量は約 5 1 万 kcal となる したがって， かんし ょ
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写真 21 加 工用かんしょの畝間 定植 （ その 2)
(1 999 年5 月 27 日 筆者撮影 ， ひ た ち なか市部 田 野地区）

こ の 圃 場 で は ， 大友 6 列 に 対して かん し ょ か 2 夕lj で応柏 さ れ る こ の 畝 パ タ ー ン
は ， 収 litは少なく なる も の の ， し ＼ も 雀迂作業 が 必 疫 な く な る なと ， I悶 竹業 の 省 ）j
化を 1」 指した も の で あ る

と大麦 の二 毛 作では ， I O a あた り 約 359 万 kcal の食 料 エネルギ ー が産 出 さ れ

る 同様に， 水稲 作の ! O aあた り のエネルキ ー i祐 出 量は ， 185 JJ- kcal である．

すなわち ， 食 料 エネルギ ー の首ご：出 とい う 生 態学 1『] な 視 点で見 れば， 加 工 ）廿 か

んしょの圃 場は水田の約 1 .9 倍の士地生 産性が あるとい え る

次 に， 加工用か ん しょと大麦栽培の経 済的な 生産 性 を検 討 す る． 加 工 用 か
ん し ょ 2 ,500 kg ( 1 0 aあた り 収 量） から作 ら れる干 しいもの重 量 は約500 kg で

ある． 干 し い もは平 均 して 1 kg あたり500 円 で販 売 で き るので ， 加 工 用 かん

し ょ の 10 aあた り の粗収 益は約25 万 円 である 茨城 県農業改 良 普 及 セ ン タ ー

の資 料によると， ｝）［I 工 用 かんしょの栽培と干しいもの生産 に必 要 な物財費 は，

I O  a あた り 6 .9 hi月 であるため， そ の収 益 は 10 aあた り 約 I8 .  I 万 円 となる7 ) .

ま た ， 後 述 す るよ う に ， 加 工 用 かんし ょ と 同 じ 圃 場で栽培さ れる大麦 の収

益 は ， 現在ではほとんど見込めない 「 平成9 年産 水 稲 及 び麦類の生 庄 費 J に
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写真 22 かんし ょ の い も 寄せ 作 業
(1998 年 1 0 月7 日撮影筆者 ， ひたちなか市部 田 野地区）

よる と ， 茨城 県 にお ける水 稲作の平均収 益は ］ Oaあ た り 6 . 8 )］ |1」 であった ． し

たかって， ｝J II 」_＿)]1 かんしょの圃場には， 経 済的 に見て水 田 の約2 .7 倍の」ー」也 生

!辛|、）」が あ る と い え る 贔 ）J廿 l こ ｝廿 かんしょの経 済 的な七地生産性が高し 、 理 由 は， か
んし ょ の ）J I 1 1」 間 に投人される労働 ）） による付）J Il 1価値か 生 じるためであ る

8 .  3 . 3  作 物 の 栽 培 暦
( 1 ) かん し ょ
第39 図は， かんしょ栽培農 家の栽培層 を示 したもの である． かんしょの 栽

培は， 3 ）-J F 句 か ら 4 月 巾 旬の育 苗 か ら はじ まる． 苗 床は 自 宅 に隣接したビ

ニールハ ウ ス 内 に作 ら れる． 苗 床 には ビニー ）レ フ ィ ルム を被 せ， 1 週 間 かけて

晶度 を＿l-屑 させて温床 とする． 苗 床 ! O n廿 に対して， 種 いも 70 kg が伏せ込ま

れる ． かつて種いもは 自 家育苗のみであったが， 1990 年代中頃 か ら ウイル ス

フ リ ーのメ リ ク ロ ン苗 8) か 普 及してか ら は， 自 家育 苗 に加え て農尻か ら 購入し

た伍 も使 用 されるようになった ． メ リ ク ロ ン苗のウイルス フ リ ー 効果は約 2 年
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作 物
（ 品 種 ）

水 稲

（ チ ョ ニ シ キ ）

大 麦
（ ミ サ ト ）

゜
田 植 え

収 穫 播 種

か ん し ょ 栽培 ・ 加 工 の 労 働 時 問 （ 時 間／旬／ l O a ) : ビ］ 1 未 満 巨］ 1 ~ 1 0 1111 1 0以 上

第 39 図 ひ た ち なか市部 田野地 区 に お け る か ん し ょ 栽培農 家 の 栽培暦 ( 1 999 年）
資 i：！ ・ 農泳お よ び ‘,,;『 I:9ド 人 Ill 地域農 業改 良 杵及セ ン タ ー ヘ の 11廿 さ 賑 り 甜，I ft

で あ る た め ， 農家 は 2 年 ご と に 丘］ を ！構．人 し な け れ ば な ら な い ． メ リ ク ロ ン 吊 の

栽培 に は ， 適 切 な 温度 竹 連 が 必疫 て あ る た め ， 11五 床 に

夫 が さ れ る ．

を リ I い た り す る ］：

4 月 下 句 か ら 5 月 上 旬 に は ， 圃 場 0) i)l起 ・ 十壌 訂 冑 ・ 地 肥 の 作 業 か あ る ． 士

壌 消 桁 で使 用 さ 汎 る 主 な 某剤 は ， D-D と ク ロ Iレ ピ ク リ ン て あ る 前 省 は ＿｝ に

ネ コ プ セ ン チ ュ ウ の 防 除 ， 後 者 は 立 ち枯汎苗州 と つ る 和lれ店 を 防止 す る た め に

使 用 さ れ る 豆 施 肥 で は ， 址II門 ( I O a あ た り 約 1 ,000 kg ) と 窒 素 肥叫 ( l O a あ た

り 約 3 kg) が 投入 さ れ る 窒 素肥料 の 量 は ， 他 の 吹Ill 作物 の 3 分 の 1 か ら 6 分 の

l ［ こ す ぎ な し ‘ ·

5 月 上 旬 か ら 6 月 1：： 旬 に は ， 苗床 て の採団 （ 苗 切 り ） 作 業 が あ る · こ の 作 業 で は ，

革丈 25 - 3 0 cm に 成 長 し た 出 を 選別 し ， 団 の 節 を l ~ 2 本 残 し て 切 り 落 と す

採 苗 か 済 ん だ 苗 は ， 圃 場 で の 活 塙 を よ く す る た め に ， 3 1=1 ほ ど 倉 庫 な ど に 寝 か

せ 忍 そ の た め ， 疋植 直 後 の い も 団 は し な び て い て ， 枯れ て い る よ う に も 見 え

る 圃 場 へ の 定柏 の 間 期 は ， 5 月 」一 旬 か ら 6 月 中 旬 で あ る 定柏 は採団 と II寺湖

が 玉 な る か ， 一般的 に ， 直 労働 で あ る 定植 を 男 性 が 廿ー［ 当 し ， 軽 い作業 て あ る 採

苗 を 女Iり が 担 当 す る ． 定植 は 手 作 業 て 9行 わ れ る た め ， l 人 8 時 間 の 労働 で 定植

で き る 伽租 は 3 0 - 40 a で あ る ·

霞栢 が 終 わ っ て 大 麦 が 収 穫 さ 九 る と ， 6 月 中 旬 か ら
1

‘― 旬 に か け て 畝 寄せ： 作 業
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が ある． こ れは ， かん し ょ の畝 を 補隙するため に ， 収穫後の大麦の畝から上 を

集め る作業 で ある． 畝 寄せが終（ すると， かんし ょ 栽培隈家 は夏 季の農閑期に

人 る． こ の時期 の農作業 は， 7 · 8 月 に 除 草剤 を 3 日 散布 す る程 度である． 夏

季の農闊期 を利用 して， 農業研修に参加する者もあるが ， 大部分の農家ではこ
の時期 を， 冬 の忙しい加工作業 に備 え るた め の休養期 間 と してい る． 温泉 地や

洵などへ行楽 に 出 かけられるのもこの時期である．

かんし ょ の収穫作業は， l 0 月 」： 旬 から ll 月 1： 旬 まで続く． 降霜でかんし ょ

が傷 まないよ う に ， 初 霧 航 に は 収 穫作業が 完 了 する． 1 970年代中 頃 ま で は ，

現在よ り も1週 間 ほ ど 早く， 10 月 下 旬 に は 収 穫 作 業 が 終 わっていた 現在 は

初霜が遅くなったため ， 収 穫 作業か 1l 月 に 割 り 込む 圃 場 が 多 く なった． 収穫

の—— 連の作業は， つる刈 り ・ 掘 取 り ・ い も寄せ ・ 袋詰 め （ま たはコ ン テ ナ 詰 め ） ．

農家への運搬である 調査 を実施 し た ］ 998年は， 生育期の 日 照 峙 間 が少なかっ

たため ， かんしょの収 最は例年の半分程度 であったとい う ．

つる刈 り 作業に は ， つ る刈 り ロ ー タ ー と 呼ばれる専用の機械 を使用 する 掘

取 り 作業には， ト ラ ク タ ー の後部に 装着した掘 取 り機を使 用する． 両匁 と も，

ほ と ん どのかんし ょ 栽培 農家が所 有する農業磯械である． つ る刈 り ， 掘 取 り，

いも寄せ は 収 穫 日 の当 日 に完 了 する作業であるが ， 袋詰 め と自 宅 への運椴 は ，

いもの表 面が乾燥してから後 日 に行われる作業である． 収 穫 さ れたかんし ょ は，

霜て傷 まないよ う にキ ュ ア リ ン グ 処理 さ れて， J I 月 下 旬 からは じ ま る加］□ 作

業（後述 ）のた め に保存 さ れる．

加工用 かんし ょ の収 量 は I O a あたり2.5ト ン もあるため ， その収穫 作業は 重

労働 である． つる刈 り ・ 掘 取 り ・ い も寄せ ま での作 業 は ， 夫婦 2 人の労働 力 で

1 日 I O a 程度 しか進まない． かんし ょ の入 っ た 布袋やコ ン テ ナ を 圃場 から軽ト

ラ ッ ク まで運搬し， さらに 自 宅で積みおろ す作業 は， 農業従 事者 に とって肉 体

的な負 担が大きい． 農業従事者 が 高齢化しつつある部田野地区では， かんしょ

の収穫 作業に 耐 え かねて離農した とい う 農家 も あっ た．

かんし ょ を栽培する専 業 農家や第一 種兼業股家の多 く は ， 収穫時に労働 力 を

臨 時雇用する． その内 訳 は ， 主に 近隣の稲 作股家や高校生のアルバイト で ある

が， なかに は外国人労働者を雇用 するとい う 農家もある． 一方， 第二種兼業膜

家では， 収穫時に労働 力 を雇 う ことは ほとん ど な く ， 恒常的勤務 に 従事する息
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子夫婦 が迎 末 のみ 手伝 う と い う 場合が多い．

近年では， かんし ょ 専用 の乗 用 式掘 取 り 機が涌入された （写真 23 ) こ れは，

運転 手と 2 , 3 人 の選 別者 が 乗 り 込 んで， 掘 り起 こ しから コ ン テ ナ 詰めま で の
作業を同 時 に 釘うこ とで， 収穫 作業の時 間 を 半 分 以 下 に 短縮できる 1998年

時 息 の部田 野地にでは， 乗用 式1屈 取 り機を所有するのは 2 戸 だけで あった

(2) 大 麦
大麦は1 1 月 下 旬 に 播 種される． この時 期は， かんしょの加 」二 作業と璽複す

るた め ， 腺家は わずかな 空き時間 を見つけて播柿作業に従事しなければならな

い な かに は， ト ラ ク タ ー の ラ イト を 頼 りに， 夜 間 に も大麦を播種するとい う

農家 も あ った ま た， かんしょの加工に時間を割かれるため， 3 ha の大麦を播
種するのに 7 日 もかかった とい う 殷家 も あった．

大麦は， 収穫時期をず らすため に ， 複 数 の品種が 栽培 さ れる． 主 な品種は，

早 生種の ミ サ ト と中 手種のニュ ー ゴール ド で あ る それぞれの収穫 時 期は， ミ

サト が6 月 上旬 で あ り ， ニ ュ ー ゴール ド が 6 月 1 0 日 頃であ る． 大 麦 の収穫 には，

水稲 作と同じコ ンバイ ンを使用する

199 0 年以降， 茨城県食糧事務所 に おけ る審 査 が 厳 しくなったため， ひた ち

な か市で栽培 さ れる大 麦 のほ とん ど が， ビ ー ル麦 と しての基 準 を達成 できな

く なった 大麦の価格 は， ビ ール麦として ビ ール企 業 に販売される場合， l 俵

(25 5 Kg) あ たり約 5 千円となるが， 麦茶 用として問 屋 に 販売された場合， 約

2 千7 百 円とな る
あ る農家 による と ， 1998年に大 麦 を1 .3 ha 栽培した と こ ろ ， 売上 げはわず

か 13 万 円 であ り， 種苗 費 ・ 肥 料費 ・ 燃料費 を差し引 く と利 益 が な かった． 以

前は大 麦 の売上げを 自 動車 の車検代や子供への小遣 いに してきたとい う ． ビ ー

ル麦としての規格外 に な った 大麦は， 収 穫 されずに圃場 にすき込ま れる こ とも

多V ヽ ．

このように， 現在では大麦 栽培 の経済的な収 益はほとん ど なく なった． しか

し大麦 は， 干 しいもの生産環境を維持する役害lj を担って い る 大 麦 とかんし ょ

を組み合わせ て 栽培す る と ， かんしょの 黒斑病 1 0) の防止 に効果があるため ， か

ん し ょと大麦の畝は 1年 ごとに入れ替 え られる． ま た， 冬季に大麦を圃場 に 生
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写真 23 乗 用 式掘取 り 機に よ る か ん し ょ の収穫
(1998 年 1 0 月 7 日筆者撮影 ， ひ たちなか市部 田 野地区）

部 111 野では 2 戸 の農 家 が 乗 ）1］ 式掘JIメ り 機 を 森人 し た ． かん し ょ 栽培農家は1坐 っ た
ま ま て掘 取 り から コ ンテ ナ詰め ま で の 作染が で き る

育 さ せてお け ば， 十 しいものi乾燥 時 に 圃 場 か らの砂腿 か 製 品 に付着する ことを

防止でき る こ のように大麦は ， かんしょの連 作障害 を 防止する ク リ ーニン グ

ク ロ ッ プであ る と同 間に ， ：：：「 し し ヽ もの加 工 時には季節 風 によ る 飛砂 を 防 ぐ 防風

作物とな っ ている

(3 ) 水 稲

部 田 野 地 区では， ほとん どの農 家 が 水 稲を栽培 し て いる． それらが所 有 す

る水田は， 中 丸川 の沖積低地に ある 水 田 と， 洪積台地上にある陸田である（第

3 8 図 参 照 ） ． 陸 田の面積は減少しつつあ り ， 水 稲作の中 心 は ， 圃 場整備の進 ん

だ沖積低地に移った ．

ほ とん ど の 農家は， 水 稲作の労働 力を家族でまかなってい る． そ のため， 膜

外就 労に従 事 する子 供 夫婦 が 水 稲作 を手伝 え るように， 5 月 上旬 の連休に田 植

え を 済ませる． こ の時期 は ， かんしょの採 苗 と定植 がは じ まる直 前でも あり，
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かん しょ栽培農家 にとっ て も都合 か よ し ＼ ．

那珂川 の文 流である中 丸川 の沖積低地は ， 椋 高 が2 ~ 4 m と低 い ため， 台 風

や 大 雨に よ る水 古 を被 り やす し ‘ ． し た か っ て， 部 田 野地区で枝培 さ れる主な水

稲の1品 種は， 風 水 古 II .『でも倒 れにく いキ ヌ ヒ カ リ である． し かし， かんしょ を

広い面積で栽培 する農 家は， 倒 伏しやす い ものの ， 収穫時期 か い く なる コ シ ヒ
カ リ やチ ョ ニ ン キ を栽培する こ 札らは早 生種であり， キ ヌ ヒ カ リ よ り も 2 迎

間 ほど早 い 9 月 l 旬 から収穫でき るため， かんしょ0) 収 穫 作業との競 合 を避 け

る こ とができ る

8 3 4 か ん し ょ の 加 工 と 出 荷

( 1 ) 保存 方 法 の 変 化
収秘したかんしょは， 霜 で傷まないよう に慎菫 に 保 存 する必要 か ある． キ ュ

ア リ ング処理が 聾及する以 前の 19 60年代 中 頃までは， 圃 場に掘 られた 士 穴 （貯
蔵 穴 ） の 中 で 斯蔵された ． 収穫された かんし ょ は 圃 場 に 約 2 日 間 放 置 さ れ， 日

光 に さ らす こ とにより， 表 面を乾燥硬化 さ せた． 日 中 は かんしょの混度が高く

な り ， かんしょか傷みやすく なるため， 気温が下 か っ た 夕 方 にかんしょを貯蔵

穴 に運搬した

かつて の土 穴 の 大 き さは幅90 cm , 長 さ 5 Ill , 深 さ 50 cm 程度であり， 一つ

で約 1 ,5 00 - 1 ,800 kg のかんしょを貯蔵でき た 土 穴 にはl 穴 あた り3 ~ 4木

の温度計が設置され， 覆 土の量 によっ て， 内 部の混度 が 1 2 - 1 4℃ に な る よ う

に 調 節 さ れた 1 1 1 土 穴 に入れた直 後はかん し ょの 呼 吸 熱で内 部 の 温 度 が 16 ℃

以 上になる こ ともあるため， 2 ～ 3 日は覆 土せずに， そ の まま放 置し て ， 呼吸

熱を発散 さ せ た ， 熱 を 発散 さ せ ている間 に 雨が降ると， 上 か ら菰をかぶせて雨

水を土 穴 に入 れない よ う に した 士 穴で保存する期間 は干しいもに 加工される

までであるが， 最 も長く保 存される種いもは， 2 月 下旬 か ら 3 月 まで貯蔵され

た

こ のよ う に， 以 前 の保 存 方 法では， かんしょを霜＇や 雨 に あて ないよう に ， 細

心の注意を配る必要があ っ た． 霜で傷んだかんしょは表皮 が柔 らかくなり， 腐

敗しやすくなる． 農家によっ ては， 霜 げ て （霜害のために ） 収穫 し た かんしょ

の 半分 を 廃棄した 年もあっ た と い う ． かんしょの保 存 方 法は， 1960年代 に キ ュ
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ア リ ン グ 処理が開 及 した ことで大 き く 変化した．

キ ュ ア リ ング処理は， 収 秘 後のかん し ょ 0) 切 り I I と表 面 を コ ル ク 化して， 腐

ら ないようにする保行妓術である 貝体的 には， コ ンテ ナまたは米袋 に入汎た

かん しょ をキ ュ ア リ ンク倉止に人｝じて， ポ イ ラ ーで温度 を 25 - 35 ℃ に 成 定し，

70 ~ 80 1 1]j 「l'，l 蒸 すとい う『「 業でお る キ ュ ア リ ングの普 及 によって， 収 穫 さ れ

たかん し ょ はほ と ん ど）糾敗する ことなく ， 保 存てき るようになった ． キ ュ ア リ

ング処且1]が施 さずしたかんし ょ は， 糾l)屋や野外でも俣存可能である ．

かんし ょ 栽J：音農家は， かんし ょ を収穫するとす ぐ に 袋語めにして， 500 kg 甲

イ立てキ ュ ア リ ン ク 処理をする． キ ュ ア リ ング処J印 には， 種い も を保存するため

の共 同 キ ュ ア リ ン クと， ］ しい も 川のかんし ょ を保 存 するための簡 易 キ ュ ア リ

ング がある 爪 者は， 収 穫 期 かは じ まった 10 月 中 旬以降， 1 週 間 ほ どの1町 隔

をあげて， 数 回 に 分けて， 共 同 キ ュ ア リ ング倉庫で丈施 さ れる． 後 者は， 農家

の敷地内て行わ れる処卯である こ れは， コ ンテ ナ または米袋に人 れたかんし ょ

を積み」． げ， その上 にマ ッ ト を かけてホ イ ラ ーで）JI I 湿 して蒸 気を通 すとい う）］

広である ，

部 ［し1 野地区 には， 翌11 田 野 東部 キ ュ ア リ ンク組合が管 理する二つの共 同 キ ュ ア

リ ン グ 倉庫があ る この組合は 1 960年代に設 立 されたものであり， 1 999年11月

点で約 1 20 戸 のかんし ょ 栽培農家 か 加 入する． 共 同 処 理の費 用 は， 25 kg のケ ー

ス あたり 200 円である． キ ュ ア リ ング倉庫の管 理は， 組合 に）J |］入する農家が 2

年交 伏の持 ち 1i-II り で担 当 する ．

1960 · 1 970 年 代には， すべてのかんし ょ が共 同 キ ュ ア リ ン グで処理 さ れて

い た ． 1980年代に人ってか ら， 干 しい も［月 かん し ょ の保 存は簡 易 キ ュ ア リ ン

グでも十分に 効果があること が実証 されたため， 1農家での簡 易 キ ュ ア リ ング が
普及した ． 簡 易 キ ュ ア リ ングでは， かんし ょ を蒸 すボイ ラ ー と同 じ ものが使用

さ れる． ホ イ ラ ーの燃相は， 当初は石炭であったが， 重油 に 変わり， 現在では

灯 油 が 使 用 されてい る 1 回 の簡 易 キ ュ ア リ ング に 要する時 間は約4 日 であり，

使用 さ れる灯 油は約 400 / であ る

(2) 干しい も への加 工

第40 図は干しいもの）JI] エ過 程を示 したものであ る． 加工作業は， かん しょ
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の収 穫 が終 J•， した直 後 の 1 1 月 中 句か ら は じ ま り ， 翌 年 0)2 月 下 句 まで続く．

キ ュ ア リ ン グ処卿で保 介 されたかんし ょ は， 然 し， 象lj 皮 ， 故 断 ， 乾燥 の過利 を

経て， 十 しいもに）JIl ［ される
か ん し ょ 0)蒸 し作 業は， 午 飢 3 1!『か らは じ ま る· j農家では， 起J木 するとす ぐ

に蒸 し器にか ん し ょ を 州伽し， ボ イ ラ ー のタイ マー をセ ノ ト して火 を入 れる．

かん し ょ か 茨 し 1こ か るまで 1 時 間 ～ I II占 間 30 分ほどかかるため ， そのI}り には

刺 食 をとる ． 1 回 に蒸 されるかん し ょ の量は 1 50 - 200 kg であ り ， 蒸し作業は
l 日 4 ~ 5 回 繰り返される ． ポ イ ラ ーが導人される以前は， 妍でかんし ょ を

していたため ， 午甘り2 II『 に起床して 竹業をは じ め ていた 当 11] 0) 薪は， 近隣の

平地林（現什 のひたち 洵 I]己 公 園 ） か ら 採J収 していた．

蒸し上 がったかん しょ は， 午 前4 時頃か ら 糾 皮 される（写真 24 ) ． 詞 皮 の1院 に，

以薗は竹 へ ら を 仙 用 していたか ， 現在では呆物ナ イ フ などが 使用 される ． 剥 皮
の道 具は刃 か 丸いものほ どかんし ょ の膨 状 に合 うた め， 使 い 古した鎌 の刃 も利

用 される． 蒸 したてのかんし ょ は大変熱いた め ， 作業者は厚 手のゴ ム 手袋や皮

手袋 をはめて， 1 他j ず つ 手 作業で剖 皮 してい く ·
剥 皮 されたかん し ょ は， 1埠く裁 I祈されて， 平 切 り の7

―
しいもの形 にされる

裁断器は， ピ ア ノ 線を 平行に張った木 の枠であ り ， それにかんし ょ を 押し付け

て， 一度に数枚 の平切 り を作る ． 平切 りの厚さは， 収穫した年内 か ら 1 月 上 句

までは9 mm, I 月 中 旬 からは 12 mm てある ． 1 月 中 旬 まてはかんし ょ の糖化

が 進 んでお ら ず ， 加工すると硬 く な るた め ， 薄く裁 断して歯 こた え を 艮くする

のであ る かん し ょ の裁 断器は， 主 に｝拠 協 を 通 して購入さ れるが， 1998 年 頃

4 日 間 1 日 4 ~ 5 回

第 40 図 ひたちなか市に お け る 干 し い も の 加工過程 (1 9 99年）
負 い IJH き 取 り 調 杏
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写真 24 かんしょ の 条lj 皮 作 業
(1999 年 1 2 月 1 2 日 筆者撮影 ， ひた ち なか市部 田 野地区）

)？ t， ヽ 丁袋 を はめ て 1 つず つ手作業でかんしょ の皮 を 剥 い て い く · 使用する追具は ，

果物 ナ イ フ や1史 い 占 さ れた の こ き り 鎌の歯な とてあ る

か ら は 近隣0) 人 亭 ホ ー ム セ ン タ ー でも購入てきるよ う になっている．
位燥作業 は ， 伝統 的な大 日 下しか 主 1流 で ある． 天 日 一「 しの期間 は， 約 1 週 間

てある． 大 H 「 しては ， 裁 断した か んしょを陥に並 べる作羨 乳燥した かんしょ

を取 り 込 む 作 業 など， 腰を曲 け た 作業か 多 い ため， 作業者の負 担 か 大きい （写
真 25) . 1985 年 頃 か ら は 天 1」 干しの1累 雨よけのた めのヒニールハ ウ ス も使 用

さ礼 る よ う になった ． こ れに より， 仮 間 にかんしょを屋 内 に取 り 込 砂 必 要 が な

くなっ た · このよ う に ， 干 しいもへの加工作業には ， 現在でも手作業の行程が

多い こ れ らの作業か 終了する 時 間 は 早 く て午後5 時頃てあり， 遅い楊合は午

後 7 - 8 時頃 で ある

近年 で は， 乾燥作業に火 力 籠燥機を使用する農家も増 えている こ れは ， 灯

油 を燃料 とする温．風式の燒燥槻 で ある． 部田野地区では ， 最新の遠 赤 外線の乾

燥機を導入した 農家もl 戸 あ る ． i屹燥機 だ け を使用 し た 場合， 乾燥に要する時

間 は ， 温風式で2 I三I , 遠 赤外線て 1 日 で ある． 天 日 干 し と 比較して， かなり短
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写真 25 天 日 乾燥した干しい も を 取 り 込 む 作 業
(1999 年 1 2 月12 日 筆者撮影 ， ひたちなか市部 田 野地 区 ）

位）虻什業 が 終 了 し た 1 し し ‘ も は ， 一 つ ずつ靡 か ら 糾 が さ れ て 製 品 と な る 一 心 年 て
は火 ）） 乾嵌機 に よ る 機械 i:［し煉 も 神及して き に

時間で， かつ 滑潔に仕jが る ． 乾燥機の使用 方 法は， ）農 家 によって様 々 であ る

例 え ば， 出 荷 の予 定に間 に合わない ときのみ， 仁 上 げ 用 として 1 ~ 2 日 だけ使

用した り ， 所有してい る が ほ とん と使用 しないとい う農家もあ る ． 近年， ｝農 協

では， 而 苔 用 の乾燥機をもとに考 案 さ れた除湿型乾燥機 を 導入して， かんしょ

の低温乾燥を検 討 し てい る しかし， 多くの隠家は， 機械 位燥よ り も天 日 「 し
の干しいものほ うが， 色 ・味ともに 良くなる と考 えてい る ．

以 上のような加工 作業を経て， 2 ト ンのかん し ょ か ら約 400kg の「 し いもが

作 られ る ． かつては 白 い粉か 付いて， 硬くなる まで屹燥した干しい も が好まれ

ていたが， 近年ーでは消 費者の嗜ク［ か 変化し， 粉かなく て軟 らかいものか 奸まれ

る よ う に な った また， 以 的 はか んしょを 板状に裁断す る 平切 り たけてあ っ た

か ， 近年では， かんしょの原 型を と とめた丸干 しや ， ス テ ィ ；； ク 状に裁断した

角 切 り の 生 産が増 え てい る



8 3 今 日のかんしょ栽培を支える基盤 2 2 3  

加 工竹 業 には多く の 労働 力 を必 疫 とず る ため， 労働 力 を扉 ）廿したり， 農 業に
孤 巾 しな い 啄 放 か 丁—伝った り する ）JII _L イ午業を他 の 農 家 に委 託する農 寡もあ

1960 什 代 ま では 1 ~ 2 か ）］ の あい だ 農 家 に仕 み 込みで， ― -「 し いもの）JI] 「

に 従 叩す る 女性労働 力 が雇 ね九て I; \ ]こ 1 2 ） ． 現在． の 土 な ）柑 川 労働 ））は，

る

近所の i→

婦 と池 元 の
給7 ,000 円である ．

であ る )JIJ 「 作 業 の 般的な賃令は， 時給1 ,000 円 ま たは 1'1

( 3 ) 干 し い もの 出 荷

I しし ヽもの出 伯は I I 月 卜 旬 からは じ ま る

間 ）子， 農 協 への販売のほか，
の出 荷 先 に 1 こしいもを販 元す る カ

「しいもの 出 荷 ）J( よには， 仲 買 人，

農 家は複数消 費 者 へ の 直 売 (IiI 象販 ぅ＇こ ） か ある·

宇 な 出 荷 ）汀去が付賞 ）＼ への販元である

じ仲 買 人 に出 1if［す る ．

たいて し ヽ 0) - ―「しし ヽも生産農 家は， 親の代からの付 き 合 し ＼ が あ る ため ＞

出 荷の最／硲斯には， 刺 と夕 に 農 家の庭 先 ま で1中 買 人 が買
し ヽ付けにく る ． 部 田 野地区には， 干し し ヽものイ巾 買人が3 人 し ヽ る ． 彼 らは，
いもを仕斎 ず る 農家である か，

句年同

かつて干しいもを生産 していた農 家である
千し

仲
買 人 もま た ， 長作の付 き 合 い か あ る 11]］屋へ販売する ．

叫買 人 を 介 さ な い出 荷の場合 間屋の従 業 員 や農 協の職員が， 農家ま で直接
干 し い もを買 い 付けにく る． 仲 買 人 ・ 間屋 ・ 農 協 へ 干し いもを出術す る 場合の
販 売 価 格は， 1 kg あた り 500 - 800 円 て あ る ．

会によって 決 定 さ れた価格であ る ．

これは， 茨城干しいも対策協議
下しいもの売 上 金は， 仲 買人 と 間 屋 へ 販 売

する場合は， 呪金で｝農 家へ 直扱支払われ る ． 農 協 に出荷す る 場合は， 農家の 銀

釘 II 座 へ 翌 日 に賑 込 ま れる． 閂 屋からの主 な 廿i 荷 先は， 茨城 県 内 をはじめとし
て， 閃 東 池 方， 夏北地方， 北盾直であ る ·

付買 人 ・ 間屋 ・ 農協 への出荷 には， 茨城干しいも対策 協議会の通 函箱が使用
さ れ る ．

1]-］ であ る ．

通 函 箱 の使 用料は， 1 回 目 が 1 箱 ］50 円 ， 2 巨 目 と3 回 目が 1 箱 100

］ 箱 こ と に茨 城 千 し いも対 策 協議会か 発行す る ］ 枚20 円さらに，

の認肛 ス テ ッ カ ーを比I；付す る こ と が義務づけられる． 通 函箱の重 さ は， かつて

は1 箱 16 .5 kg (I 斗 ） て あったが， 1985 年からは1 箱 10 kg に 軽 く さ れた．

荷した干し いもの 1品 質が悪かった場合， 通 函 箱は販 売 先 から農家に返品さ れる．

J
­廿

その場合 ， 送料は農家が負 担 し， さ らに1 箱あたり200 - 300 円 の返 品手数料
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を仄城1·-しし ヽも対策 協議 公 に文払わな け ずし ば な ら な し ‘ ·

直 元 には ， 泊 費者が農家を直払訪れて購入 す る形態と， j；ど象が泊 費者の ·r［ 文

に応じて完 Illi凸 1史 や ゆ う パ ノ ク で梵 送する 形 態がある． 後 者 の塩合， 農家は五 隣

のホ ー ム セ ン タ ー か ら ー「 しいも再 用 の化 粗 箱 を購入する 直 売 の干し し ヽ もは

］ にお 歳 暮 0) 陪 答 ）廿てあ り ， 送 ら れた人 が（主 文 した り ， 「l コ ミ で販 売 先 が拡 大

す る i[［ 土で発 送する場 合 ， 罰 屋 へ 出 術するよりも， l 省’i 夜） tこり 200 - 300 I―I―J 

ほ ど 高い{iIIl格で販 売する

I しし ヽもの仙格はl し し ＼ も幻策 協議会で決 定 されるが， ―「しいもに窄 級 か な

い ことから， 良 質 の1 一 し い もを直 尤 し よ うとす る農 家も噌 え て い る そ の結 果，

間 ）室 に 出 1,1：［ される『し し ‘ もの品 質低 1、や， 安仙な諭人品 の増 加 も懸念さ九るよ

うになった． 間尾を介すことで人 鼠販 売 の1流通経路 か保たれてい るのは事 実で

あ り ，

な る．

今後は機家と間 ）塁 の意 向 を 汎蘭 足 させ ら れるよう な 販 売 面 の対 策が必 要 に

ひたち な か市には様 々 な 規模の干しいも間犀 か 存在する 干しいも1::1 屋 と 仲

襄i )＼ （ま吼虫 自 のな わ ば り（集 荷 圏 ） を 持ち， そ の範旧 内 の特定の農 家 か ら の集 荷

を長 年継続している． 干しいも間 屋 ， 仲 買 人 ， 股家との7― しいもの販 売 を 介 し

たり狙い結びつきは， 生桂 と流 通部門への新規参入を規紺ljしつつも， 結呆的 にこ

れまでの干しいも産地を維持 させてきた． しかし ， 近年では， 干 しいもの儒 要

が高ま り 農家の立場が強 く なった こと， 付買 人 が減少して きた こと，

しいも販 売 に 参入し た こ とな どか ら ， 三者の関係が変化している

8 .4 

8 .  4 .  1 

農 家 と 農業経営 一部 田 野地 区 の 事例一

専 業 ・ 兼 業 別 に 見 た 労働 力 と経営耕地

農 協 か干

本 節ては ， 音I.；田 野 池 区 にお け る農 業経営を専 業 ・ 兼業別 に検 肘する． 第 41

図は， ひたち な か市 の資 料をもとに， 同 地区 に お け る農 家 9 7 戸 の農 業 労働力

と経営り「地の内 訳 を示し たものである 専業農家は 2 7 戸てあ り ， そのう ち 24
戸 がかんしょを栽焙している ． かんし ょ はすべて加 工 用 のタ マュタ カである ．

専業殷 家 の紆営耕地は 18 - 70 2 aの範 閲 にあり， 平均すると 215 aである． 栽

水 稲が 73 a ,  培作物の平均は ，， かんし ょ が 1 22 a, その他 の作物が 20 a である
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かん し ょ の 栽培訓 積 か 平 均 を超 え る専 業 農 家の 多 く で， 2 世 代揃 っ た家族 労働

力 が あ る． ― ）j- , 4)［地?0積 が50 a以 ド の 小 規 模 な専 業 農象 で は ， 農 業 労 働 力

が 60 歳代後 半 • 70 歳 代 と 島 齢化 して お り ， かんしょを栽培 し ていない

第 ·-一 種 兼 業 農家は 33 戸であ り ， そ の うち3 1 戸がかんしょを救J音する 一 ）―l

あ た りの経 賞 耕 地 は10 a ~ 475a の 範 囲 にあ り ， 平 均 すると 227 a で あ る． 栽
焙 作物の平 均 は， ｝JII T ）廿 か ん し ょ がl 14 a , 水 岳 が 87 a, そ の 他 の 作物が 23 a 

てあ る か ん しょはほとんどが）JII 」二 ）廿であるか ， ｝罠 ゑ番 号54 で は ， ／1-． 食 用の

品 種 のみを， 農 象 番 号 59 では 向 方 の品 種 を栽培してい る こ の よ うに， t）|地

而積と作物の 牧焙而杜には， 第 1 韮兼業J罠象と専業股家とで大 き な差 は見られ
ない ． ただし， 第 一種 兼 業 農 琢ては ， かんしょの 栽 J合 面積がお お む ねl ha を

超 え ると農 業 労働 力 か 2 1|［代揃 うようにな る こ と， 3 0 儀 仇 • 40 歳代 の 男 了 後

継者か j拠 外 就 労 に従 事 している こ とに違いが あ る また， 20 歳 代 の 若 い同 居

後繕者は， 易 女 を 間 わす農外就 労 に 従 事している こ とか 多い ． 聞 き 取 り 調 査に

よると， 農外就業 に従事している同 居後継者 でも， 農繁期に は農 作業を手伝 う

こ とが多 い とい う ．

第 二 種 兼 業 農家は 37 戸であ り ， そ のうち 22 戸が かんしょを栽培す る． ］ 戸

あた り の 経 営 耕地は l0 ~ 205 aの範 I祖 に あ り ， 平 均 す る と94 aで あ る． 加 工

月］ かん しょの 栽培面積 はすべての隠家で J OO a 以下であ り ， 平 均 する と 26 aで

あ る ． 加 丁： 用 かんしょ以外の栽培面 積の 平均 は ， 水 稲か 3 9 a , その他 の 作物か

26 a で あ る． 第 ――種兼業農 家 の多 く は ， 水 稲を主な作物と し てい る． 農家番 号

85 - 8 7 , 90 , 9 1 ,  93 では ， 生 食用のかんしょだけを3 0 a以下 の 面積で栽培し

ている ． こ のよ う に， 第二種兼業農 家は， 専業農家お よ ひ第 一 種兼業農家と比
較し て ， 耕地 面積 は約 2 分 の ] , かんしょの 栽培面積は約 4 分 の ］ に すきない ．

かん し ょの 栽培には， ト ラ ク タ ー やつ る刈 り槻などの 膜業機械 や， 乾燥用ホイ

ラ ー な ど の装 置 を購入する必 要 が あ るため ， 小規模 な農家で は経営 が 難しい ．

第二種兼 業 農家ではかんしょ栽培を止 め る煩 向 にあ る農 家も多い．

8. 4. 2 農 業労働 力 と か ん し ょの栽培面積

こ こ で， ）J|］ エ 用か ん しょ0) 栽培面積と農業 労働力 との 関係 を検 討 する． ま
ず， 各農 家における農業労働力 の 単 位を， 以下のように 設 定 する． 農林築 セン
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第 4 1 図 ひ た ち な か市部 田 野地 区 に お け る 農 家 の 労慟 力 と 経営耕地 ( 1 998 年 ）
資 料 ， ひ た 朽 な か 市経済紆II 2
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サ ス を は し め とする多 くの農 業統 叶では， 股 簗 申 従 者 の I i'且位の労 働 を， 農

業従 市 1」 数 か 年 間 225 |」 と定 め てし ＼ る ． 同様 に， 準 腐 菜 専 従 者 の 場 合は， 年
間 60 - 150 日 と さ九る．

f足 ］『 」 （ま ！ 且iイ立 0)
こ礼らの値 を 晶 ‘riもとすると，

（ 臨 時雇 用 ） 」 は，
0 47 単位とする ．

業労働力 と見なす ことか てきる．

第41 図で示 した 「恨業

「農業従 事 ＋ 兼業 （ 常 ）1 - I 雇 用 ）

また， 「農業従 事 ＋ 兼 業

叫： 農業止噌 ［ 者の 農 業従 事 日 数 0) 平 均 を と っ て，

お よび 自 ',}且； 業」

105 日 1 年： ＝ 

は ， '（1し 農 業専

従 者 の 最 低 ）農 菜 従 事 日 数 の 2 分 の 1 を 晶 準として ， 30 日 1 年 ＝ 0. 1 3 単位とす

さ らに ， 農業従 事者 か 女 予 あるいは 60 栽 以 士 の 高齢者の場合， 尾 紹 川 ほ

を参 考にして， そ れぞれの珀位 に0.8 を 屎するこ と にした． 例 えば，

あるかんし ょ 戟 熔農家にお い て， 60 歳 代 の 女□農業従 事 者 ， 40 歳 イしの男 子 ）農

業 従 事 者 ， 40 歳 代の 女 子 農 業 従 事 者（兼 業で1焔1'」関 雇 川 ） か あっ た 場合 ，
労働 力の単位は， 0 .8 + l . O + 0 .38 = 2 . 18 単位 となる

る

か ( 19 64)

｝農業

以 上のような労働 力 の 単位の 箇 定 に 基づいて， 部 「日 野 地区において加 工）1］ か

んしょを栽培す る70 戸 の 農 家につい て， 栽培面柏 と股業労働 力 との関係 を示

4.0 

i :：
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□□
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こ
i 20 

C l .5 i 
贔 ： 「 I /］ ／ 
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加 工 用 か ん し ょ の 栽 培 面 積 ( h a )
第 42 図 ひたちなか市部 田 野地区 に お け る 農 家 の 労 働 力 と 経営耕地の関係 (1 9 98年）

督j月 第 4 I Iメl
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したのが第 42図である ． ）杞 ）1,j 労働力 ， 所有するJ農 業機械 ， 農業従事者の急息，

水 柏 竹 の面積な ど を考慮していないた め ， かんしょの放培而積と蔑 業労働 力 と

の札」 関性を指摘する ことは妍しい． しかし， この図 よ り ， 農業労働 力 ( Y ) と

加 工 ）―f] かんしょ0) 栽培面積 ( X ) の限 界 を知l る ことができる， いま， 栽培の限

界線 A ( Y  = 0 .78 X ) と限界線 B ( Y  = X ) を設定すると， 6 8 戸 (97 %）の農家

が罰者よ り も 上 部 に分布し ， 6 2 戸 (89 % ) の農家か後者よ り も 上部 に分布する

し た がって， 加 ］―- 『月 かんしょ0) 栽培は， lhaあた り 0 .8 � l.O 配位 の労働 力 が

必 要 である 言いか え れば， か ん しょ の栽培面 柏 を I ha 増 やすた め には， 農

業専従者 1 人 に担 当 ずる労働力 を増 やす必要がある ，

こ こで， 茨 城県農 業改 艮 普 及 センタ ー の資料 をもとに ， l O aあた り のかん

しょの栽培 と））「「し に疫する労働 時 11—:] を検 討する （第 3 9 図 を参 聞 ）． 加工）訂 かん

しょの枝培と， そ こから収穫さ れたかんしょの）JI] 工 に必 要な労働は 192 時間で

ある ． そのうち ， 栽培期 (3 ~ ］0 月 ）に投入さ れるのが64時 間 (33 %）， 力l] エ

期 ( I I � 2 月 下 旬 ）に投入 さ れるのが 128 時 間 (6 7%）である ． 栽培期につい

て ， 採 苗 と定植作業には， 句 ( I0 日）あた り 2 .5 � 3 時 間 の労働が投入さ れる．

6 月 中旬 か ら 9 月 下 旬 の生育 期は， 牝 に労働 の投 入が少なく ， 3 か月 の合計で
1 .6 時 間 程 度 にすぎない 収穫期 に入る と ， 旬 あた り ］0 時間 の労働が必要とな

る ． 一 方 ， 加 工期 にお ける労働は， 栽培斯 と比較して大輯 に増加し， 旬 あた り

約 ］5 時 間 となる ． このように， かんしょ牧培農家の経営は， 栽培期において

は牡1放的であ り ， 加工期 においては労働集約 的であるとい え る ．

8 .  4 .  3 農 業 経 営 の 事例

部廿I 野 地区に お けるかんしょ栽培の専 菓 的 な農 業経営として， A 氏 の事例 を
取 り 上 げる ． A 氏が栽培する 作物 と面積は， 加 工 用 かん しょが250 a, 大麦が

250 a, 水 稲か 52 aである ． 作物はすへて洪積台 地上で栽培し てお り ， 沖 積低

地 には水 日 を所有していない． 基 幹 となる農業労働 力 は， 世帯主の A 氏とそ

の妻である いず れも60 歳代であ り ， 農 業だ け に従 事する． A 氏は3 人の娘
と同 居しているが， 3 人とも常時雇用の愚外就労 に従 事してお り ， 将来農業を

継 <‘ か否 かは未定である

A 氏 の両親は， 加 工 用 かん しょの栽培を第二次 世界大戦前 にはじめた． そ
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れ以 来 ， こ の農 家 の砕直； の 上 体 は ， かんし ょ の オ及培 と 1 しし ＼ も の生袢である ．

1960 什 代 に人る と ， ｝9，1i |l:I 野 0) ［共仙 合 地では 1砂� 111 の辺成 ブ ー ム が あっ た A 氏

もま た ， 19 64 年 に， か ん し ょ を 設 J苫 してし ヽ た 畑 0) - ；翌II を フ ル ト ー サ ー て 幣 地

して1｛茫 田 に 転換した こ0) と き ， 深 さ 20111 と 2 2 Ill のJ-1―ー ） ．i を 掘 り ， 『じ 気楊水1幾

も設 附 し た し か し ， 19 74年頃 に な る と ， 誡反政策 か I厳 し く 実 施 さ れる よ う

に なったため ， 1夕位 11- I の 部 を かん しょの圃 場に 戻 し た（筍4 3 図 ： 間 場 b) ，

呪在 ， A 氏 の」、JI：地は 7 か）外 に 分散 す る そ の う お 3 か所（第 43 図 ： 圃 場 a , b ,  

C ) は部 田 野 池 区 に ， 他 の4 か 1リ［ （ 圃 場 d , e ,  f, g) は ， 自 宅 か ら 約 3 km 東 0)

磯崎 Ill ]に分布す る 白 宅 の 周 辺 にある 圃I場 a , b ,  c は所有 地であ る が， ふ ）］ に

あ る lil� 場 d , e ,  f, g は似地てあ る． 自 宅 に隣接す る 圃 場 a は， ［ 壌 管 郎 か 行

き ）恥 ヽてお り ， かん しょ栽培 に最も適 し た 十壌であ る ． 惜 池 0) 圃 場 e , f, g は

l 990 年 頃 か ら， 圃 場 d は1998 年か ら 」）I 作 をは じ め た ． 磯l崎町のか ん し ょJ:IlIは

部 田 野 地 区 の農 家 に よって耕什 さ れてい る 割合が直 く ， そ のよ う な賃貸契 約 0)

ほ と ん どは， 他 の倍地を惜りてい る 農家か ら の紹 介 によ って成 立する 磯 崎 町―

0) 」 _ .J襄は砂質であ り ， ク ロ ボ ク 」ー： の原 い 部 田 野と比較す る と 肥沃度は低 い．

育 苗は 自 宅 に隣接す る ピ ニ ールハウ ス で行 い ， 白 琢製 の種 いもか ら 州 を 採 る 。

近年曽 及 し つつあ る メ リ ク ロ ン 苗 は 使 ）甘 し てい ない 採 出 の作 業は ， 午前 l O

時か ら午後 3 時頃まで， 1 日 約 5 閂 間 を 割 り 汽 てる ． 定植作業は， 5 月 ］ 0 日 頃
か ら 5 月 下 句 まで続く． 1 日 で定植でき る 面栢は30 - 40 a であ る ． 採 苗 と 定

0 か ん し ょ ・ 大 麦 （ 所 有 地 ） 0 か ん し ょ ・ 大 麦 （ 惜 地 ）
口 水 稲 △ 休耕 ＊ 宅 地 一十 鉄 道 =戸 主 要 道 路

a ~ g 圃 場記号 （ 数 値 は

〗国 b／□］。

＼ロロ
第 43 図 ひたちなか 市 に お け る A 農 家 の耕地の分布 ( 1999 年）

資 料 間 き 取 り 調 杏 ．
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hi'［ の作 業は， 山 天 日 には実施しない ． 定植 のJIIJ汀！ 番は， 最初 に 目 宅 から離れ た 磯

崎 Il l) の圃 場 d , e ,  f, g , 次 v ヽて部 田 野 地 区 の圃 場 C , b , 最 後 が 自 宅 に 隣接す

る 圃 場 a と する． か ん し ょ は， 麦 間 挿苗 （畝 間 定植 ） で定植する． 部 田 野 地 区

の麦間 挿 苗は， 人 麦 と かんしょを 1 列 ず つ 交 互 に植 え るのが 一 般的 であるが，
A 氏は， それぞれ2 列 ず つ柏 えるパ タ ー ン を， lilll 場 d , e, f, g に お い て 1995

年 頃 から試験 的 に尖施している

その 後 ， 7 ～ 8 月 にかけ て 除 位 を3 回 程 度 行う． こ の時期は1農 閑 期 であり，

A 氏は， 1 960 年代に数年- 1/-[］ ， -•L 本 建 設 作 菜 に従 事し た こ と も あ っ た しかし，

現在では， ｝J Il 」に 似i えるための休捉期間 と している． 収穫作業は， 雨天以外 の
日 を選 ん で， 10 JI 10 1"1 頃 から 10 月 30 日 月 いまで続 け ら れる 定植 と 1甘］ 様 に ，

自 宅から遠 い 圃 場より順番 に収穫して い く ． 採苗と定柏は 1 11： 幣 主 夫 婦 だ け が従

事するが， 収 穫 では娘達が週 末に手伝 いにく る ． こ れは娘 た 1う か 中 学生 の煩か

らの家族 の慎翌である．

か ん しょ と 同 じ 圃 場で栽培される 大 麦 の品 種は， ニ ュ ー ゴー ）レ ド と ミ サ ト

である ． 前者は 1970 年 頃 か ら 栽培を続け て いる古 い 品 種であるが， ビー ）レ麦

の規格に合格しに く く なった ため， 1990年頃 に ミ サト を導入した． 現在では，

•--一つ の品 種 をほ ほ 同 じ而積で栽培するようになった． 両 品 種 と も穂 か 堅いため，

初 夏 にはかんしょの圃 場 の風 よ け と して ， 冬 季 には干しいもに 砂塵が付 着する

のを防 止するのに役 立 っている
199 8年度 の加 工 什 業は， l 1 月 20 日 から翌年 の2 月 下 旬 まで続いた． 加］こ期

には， 午 前 3 時 か らか ん し ょ を蒸しは じめ， 午 前 4 時 半から剥 皮 作業をは じめ

る． また ， 家族以外 に 2 人の労働 力 を 臨時 に 雇 用 する 被扉 用 者は， 世 帯 主 の
妹である水戸 市 在 住 の50 歳 代 の主婦， お よび妻 の親戚である阿 字 ヶ 浦町在住

の50 歳代 の主婦である 前者は乾燥 のため の作業を午前8 時 30 分からはじめ，

午後 7 時頃 に 1 日 の作業を終 了 する． 後者は大豆と水 稲を栽培する農 家 の主婦

であり， 干しい もの加 工 の時 期は農閑 期 に あたるため， こ の農 家 の加工作業を

手伝 っている ， A 氏は7 ~ 8 年ごとにボイラ ー を買い換 え て おり， 現在 のもの

で3 台 目 である， 天候や作業の進み具合に応 じ て 火 力 乾燥も併用 し て おり， 1

日 で乾燥を終 わ らせる場合もある

干 しいもの出 荷は， I I 月 下 句 からはじめる 出荷 先は， 部田野地区内にい
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る 3 人 の仲 買 人であ る． ］ 回 の版 た て 取 り 引 きす る 「 しいもの星 は， 150 ~ 

200 kg であ る． 五年·では 直 足 をは じ め る 農 ‘琴が培 えてい る が， 箱 記 め， 発 送 ，
伝 凱の戦 ）ー用な どに手 間がかかるため ，A 氏は直 先を導人す る なし ＼ とし ヽ う ．

8.5 第 8 章の まとめ

本 亭では， 高位効率作物であ る か ん しょの晶地 の事例 として， 入城県ひたち
な か 市を取り [- げた． ひたち なか 市 て栽培さ れ る かんしょのはとんどか ， ）JIにl□

用の晶 挿であ る ． この）Jll 」こ用 か ん しょは ， 農 ‘家 1}s］で1-しいもに加 工 さ 九て販 売

される こ とに4舟 色 があ り ， 食仁俣象合刷の作物であると同時に， 商 品 作物 て あ る

とい え る ． 本 襄 て は ， ひたち なか市 に おけ る か んしょの産池 がいかに純持さ礼

てきたかを， 農 業を文 える要素に江 目 して明 らかにした． 結 呆 の概 要 は ， 以下

のようにま とめる こ とができる ．

(I ) ひたちなか 市 にお ける作物生 歴 のエネルギ ー 効 率は， 19 70 年 代に 一時

的 に 中 位効率ま て戚少した ものの ， 高位効率が維持さ れてい る ． ひたちなか市
にお ける作物生産のエネルギ ー 効率を高めてい るのは， ）JI] エ）1］ かんしょて あ る ．

一 方 ， か ん し ょ と 同 じ 圃 場で栽培さ れている 大麦は， 販 売 さ れる面積が著 し く

減少 した． かつては ビ ー ル会社に版 売 さ れた大麦て あるが， 現在では土壌の飛

翔 や連作障害の防止 など， 環境保全を 目 的とした栽培か 続けられてい る ．

(2 ) ひ たちな か市における干しいも生 産は， 明 治後期 にはじま っ た ． 阿字 ヶ

浦町の水 産加 工業者が近隣の農家に加 工方法を伝 え たこ とによ り ， 農家の冬季

の副 業として周 辺 地域に拡大した． かん しょの栽培と干しいもの生産は， 第二
次 世界大戦を経て現在に 至るまで盛哀を繰 り 返してきたか， 五年では自 然食品

として人 気が高 ま り ， 干しい も の需要 か増 加 している．

(3 ) 現在 の加 工 用 かん しょ栽培の中 心 は， ク ロ ポ ク を表 土 とす る 洪 積台地上

の畑 てある ． その圃 場 は， 大 麦 との二 毛作 によっ て地力の糾特 が 図 ら れてい る ．

水田と比較して加 工 用 かんしょの土地 生産性 は， 経済的 には約 3 倍， 食料エネ

ル キ ーの産出では 約 2 倍に逹する． 経済 的 な 土地生産性 か 高いのは， 農家内で

0) ））|| ]口によって付加 価値が生 じ る ためであ る ．

\4) -F しい も への加 工は， 霜が降 る 季節 にはじま る ． 天 日 干しあ る いは機械
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乾燥 に よ っ て 作 ら れ た 下 し い も は ， 農 家 の 庭 先 でイ巾 買 人 や 干 し い も 間 屋 に販 売

さ れ る 干 し い も 間 屋 か ら の 主 な 出 椅 先 は ， 茨 城 県 内 を は じ め と し て ， I嬰j 東 地

方 ， 東 北 地 方 ， お よ び北海道 な ど ， 以 前 か ら 干 し い も の 癖 要 が あ っ た 地 域 で あ

る ． 近年 で は ， 贈答 用 と し て 消 費 者 へ 直 売 さ れ る 干 し い も が 増 加 し て い る ．

( 5 ) 部 田 野 地 区 の 事 例 で は ， 専 業 的 な か ん し ょ 栽培農 家 は ， 2 . 2 ha の iJI 地 を

所有 し ， そ の う ら 1 . 2 ha で か ん し ょ と 大 麦 を 栽培 す る ． 労 働 力 は ， 家族 2 人 の

基幹労働力 と 加 工 時 の 臨 時雇 用 で あ る 干 し い も の ）JI] 工 は 特 に 労働集約 的 で あ

り ， か ん し ょ 栽 培 農 家 の 労働 11打 間 の 約 70% が 加 工 時 期 に 投 入 さ れ る ． 今 後 の

社 地糾打 の 課頌 と し て は ， か ん し ょ の 収 穫 作 業 の 機械化， か ん し ょ の牧培環境

を祉持す る 大 麦 の 価 格 支 援 ， お よ び下 し い も の 高 付 ）J l l仙値化 ・ プ ラ ン ト‘ 化 に 対

す る 行政 的 お よ び糾織的 な 支 援 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る ．

注

l ) かん し ょ と 大 麦 0) 二 毛 作 は ， 1 960 イ「代後 半 ま で茨城県 と T菓県 の而岸部 ・ 台地 上 で広 く

行 わ れ た 当 II!i 0) か ん し ょ は ， t に 癒扮）JIl 丁 用 の 品 柾 て あ っ た と う も ろ こ し 製 品 の 輸

人 増 加 に よ り ， ）JI I 「 Jl1 か ん し ょ の 協 要 が 減少 す る と ， 彪地野菜 な ど の 園 芸 作物 に 転換 さ

れ て い っ た （ 菊地， 1 982 ; 中 村 ・ 1灯 本 ， 1 956)

2) I し し ‘ も は ， かん し ょ を 蒸 し て 乾燥 さ せ に保存食品 で あ る · ―I こ し い も 以 外 の ll、F称 と し て ，

位屎い も ， II 欣 切 1 ， 格 切 甘 悩， IIi名葵 切 干 な ど か あ る （ ＼り：教大学， 1 998) . "I―• し い も は ，

松 城 県 に お し ‘ て 伝 統 的 に 生産 ・ 哨 投 さ れ て き た 風 士 食 と も し ヽ われ る

3) 現 地 調 杏 は 1 998 年 1 0 月 ， 1 999 年 5 月 ・ 1 2 月 に 実 施 し た そ の 際 ， か ん し ょ 牧培 牒 家

を は じ め と し て ， ひ た ち な か 市 経 済 部 ， 十 し い も 間 屋 へ の 間 き 取 り 調 査 ， お よ ひ般観観

徐 と 土地利用 調査 を 重 祝 し 1：：

4) 作 物 生 叶 の 投入 ・ 産 出 エ ネ ル ギ ー 比 の テ ー タ に つ い て ， 1 960 年代 の 値 に は l 970 年の 算

定 値 を 便 宜 的 に適用 し た 麦 類 に は ， 陸稲 と そ の他 の 雑穀 を 含 め る こ と に し た

5) 部 Ill 野 地 区 の 洪秘 台 地 の 梱 は ， 常 緑 広 菓樹 の タ プ と ヒ イ ラ ギ が 自 生 す る 北 限 と さ れ る ·

こ の 1忙 に は 第 竺 紀 0) 凝灰質砂岩 が 霰 出 し て い る な お ， ひ た ち な か 市 の 平礎廂岸 に は ，

県 指 定 文 化財 と な っ て い る 中 生代 の 白 叫紀層 が 誂 出 し ， ア ン モ ナ イ ト な と の 化 石 が 発 見

さ れて い る

6) かん し ょ はやせ た 土 地 で よ く 生長 す る と い われ る か ， こ れ は ， 土壌 の 窒 素 分 が 多 い と 茎

菓 が 繁茂 し す ぎ て ， い も の 肥 大 が 不 良 に な る た め で あ る
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7 ) こ こ で し ヽ う 11又 益 と は 1i l li又 i砂 ヽ ら 物 財 粋 を ＇） 1 し 、 た i直 て あ る し た か っ て ， 家 肱 労働 ＇ !' ， 文

払れ1 (· ， 支 払 地 代 ， ［I L'. 白 本利 r , 1 , I 作地地 代 は 含 ま れ な I, ヽ

8 ) 灰 城 県 ／災 業 改 艮 竹 及 セ ン タ ー で の 間 き j収 り 調 否 に よ る と ， ウ イ ル ス フ リ ー (}) メ リ ク ロ ン

1'1] は ， し ＼ も (}) 品 質 を ！、げ る ウ イ ル ス 11り を 日幼す る た め に ， 1 9 80 什 代 中 山 に 開 発 さ れ た も

(}） で あ る

9) ネ コ プ セ ン チ ュ ウ は 地 表 l、 20cm ま で の 表 1 ： に 4息 し ， か ん し I: ()) 人· 而 に ひ し 形 の 黒

変 ひ び，＼ll れ を 4 じ さ せ た り ， 衣 血 を さ ら ざ ら に し て い）れ、 II を 化 し さ せ る ＇，り 虫 て あ る 1'1'1 

の ヽ・［ ち 枯 れ ：）t．i け ． ， @I J劫 に 定柏． し た 伯 が 訊 杓 し て か ら そ の 後 の (l | I J.又• が な く な り ， 1ヽ染 か

ら 枯 れ 1． か る ・）竹 気 て あ り ， か し 、 よ う 拍i と も し 、 わ れ る （ 炊 城 県 ］）Ii )IIl 地 に 1農 ．業 改 艮 洲 及 i;! i ,

1 98 2 ) ． つ る ',\II 九恥 と は ， か ん し ょ 0) つ る か 地 表 付 近 て 裂 け ， ．＇じ 褐 色 に 変 化 ず る 昴、1 匁 て

あ る ｝「 食 ） ll の ヘ ニ ア ズ マ に 多 く 発 外す る か ， 加 1 川 の タ マ ュ タ カ で も 発 4す る

1 0) !!！玖I• J1り は ， し ヽ も に 緑 色 を 梢 ひ た ！！．［ 褐 色 の 政1· },＇i が て き る 1内 気 て あ る ． こ の 1在i 匁 は ， か ん し L

に '/,f l卜 す る カ ピ （ 糸 状 I'./i ) の 種 がI i噂J し て 梵 牛 す る ( ,Iii 橋 ・ ド!' I ll , 1 9 92) 

I I ) か ん し ょ 0) 貯 蔵温殷 か 1 6℃ 以 Iに な る と ， 黒政1· ·I1行 な と の 1li,i 気 が 発 り し や す く な る （ 農 II I 

杓叶:.·) 文 化 協会 ， 1 98 1 )

1 2 ) ！：リI Iけ1 新問 水 ）＇ 文 局 ( 1 98 8 ) に よ る と ， 「 か つ て ， 久 慈 郡 ， ｝J|i 川 郡 ， 多 費 郡 な ど か ら 1:9,L 燥 い

も 作 り を 手伝 い に く る 女l'l を 『 し 、 も ね え さ ん 』 と 呼 ん だ か ， ヽ li Il'r の 『 し 、 も ね え さ ん』 に

は 部 や か な 評 き が あ っ た も の で あ る 」 と し ヽ う
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